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◆ キーワード　うわさの発生／うわさの消滅／河童／保育園／沼田町

沼
田
町
の
河
童

│
│
弁
天
宮
に
お
け
る
河
童
の
う
わ
さ
の
発
生
、
伝
播
、
消
滅
の
過
程
│
│

松	

井　

佳	

祐

一　

は
じ
め
に

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
、
空
知
支
庁
管
内
北
西
部
に
沼
田
町
と
い
う
小
さ

な
町
が
あ
る
（
二
〇
一
四
年
九
月
末
現
在
の
人
口
は
三
三
五
八
人
）。

沼
田
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
幼
少
期
に
友
人
か
ら
「
河
童
池
に
は
河

童
が
出
る
。
昔
三
人
の
女
の
子
が
池
の
周
り
で
遊
ん
で
い
た
が
、
そ
の
う
ち

の
一
人
が
溺
れ
て
し
ま
う
。
他
の
二
人
が
助
け
よ
う
と
す
る
。
池
の
中
を
見

る
と
河
童
が
足
を
引
い
て
い
る
。
助
け
よ
う
と
し
た
女
の
子
二
人
も
河
童
に

突
き
落
と
さ
れ
溺
れ
死
ん
で
し
ま
う
。」
（
１
）

と
い
う
う
わ
さ
を
聞
い
た
。
私
は
、

幼
少
期
か
ら
こ
の
う
わ
さ
に
興
味
を
持
ち
、
事
あ
る
ご
と
に
頭
の
中
で
反
芻

し
て
い
た
。
し
か
し
友
人
た
ち
の
多
く
は
、
年
齢
を
か
さ
ね
る
と
と
も
に
、

こ
の
う
わ
さ
へ
の
興
味
を
失
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
、語
る
こ
と
も
な
く
な
り
、

断
片
的
に
物
語
を
覚
え
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

河
童
池
と
は
、
町
内
に
あ
る
大
徳
寺
か
ら
、
道
路
を
一
本
挟
ん
だ
弁
天

宮
内
に
あ
る
池
の
こ
と
で
、
公
園
が
隣
接
し
て
い
る
。
ま
た
保
育
園
が
近

い
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
町
民
に
な
じ
み
の
深
い
場
所
に
存
在
す
る
河
童
の
う
わ
さ
が
、
ど

れ
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
い
る
の
か
、
他
人
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
伝
わ
っ
て

い
る
の
か
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
調
査
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
調
査
前

の
印
象
で
は
、
河
童
の
う
わ
さ
を
知
る
世
代
、
地
域
は
多
く
な
い
よ
う
だ
っ

た
。
こ
の
う
わ
さ
の
詳
細
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
う
わ
さ
の
発
生
、
伝

播
、
消
滅
の
一
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

二　

調
査
前
の
仮
説

河
童
の
う
わ
さ
は
、
弁
天
宮
内
池
（
通
称
河
童
池
）
で
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
起
き
た
事
故
に
端
を
発
し
て
お
り
、事
故
を
知
る
世
代
が
、

そ
の
注
意
喚
起
の
た
め
に
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
の
孫
世
代
ま
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
年
か
ら
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
の
弁
天
宮
の
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工
事
に
よ
り
、
池
が
危
険
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、
現
在
の
二
十
歳
前
後

を
境
に
、
注
意
喚
起
は
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
河
童
の
う
わ
さ
も
語

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
事
実
に
よ
り
、
弁
天
宮
の
河
童
の
う
わ

さ
は
消
滅
に
向
か
っ
て
い
る
と
推
測
す
る
。

三　

調
査

（
一
）
デ
ー
タ
の
概
要

次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
資
料
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る

事
実
の
確
認
、
意
識
調
査
を
行
い
、
そ
の
回
答
を
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
た
。

・
い
つ
池
で
事
故
が
起
き
た
か
。

・
沼
田
町
の
弁
天
宮
の
由
来
、弁
天
公
園
の
工
事
は
い
つ
行
わ
れ
た
か
。

・
沼
田
保
育
園
は
い
つ
開
園
し
た
か
。

・
河
童
の
う
わ
さ
が
ど
の
程
度
認
知
さ
れ
て
い
る
か
。

（
二
）
デ
ー
タ
の
収
集
方
法

・
町
史
等
に
よ
る
文
献
・
資
料
に
よ
る
調
査
。

・	

沼
田
町
に
在
住
、
在
住
経
験
者
を
対
象
にE-m

ail

・
電
話
・
対
面

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
。	

　

	

聞
き
取
り
人
数
は
計
九
十
二
人
で
、
十
歳
未
満
二
人
（
集
計
時

に
十
代
に
ま
と
め
て
集
計
）
十
代
二
十
人
、
二
十
代
二
十
九
人
、

三
十
代
四
人
、
四
十
代
十
五
人
、
五
十
代
十
人
、
六
十
代
四
人
、

七
十
代
三
人
、
八
十
代
四
人
、
九
十
代
一
人
（
集
計
時
は
八
十
代

に
ま
と
め
て
集
計
）
で
あ
る
。

　

	

調
査
地
域
は
、
町
内
の
旭
町
・
南
町
・
西
町
・
北
町
・
本
通
・
緑

町
・
真
布
・
更
進
・
高
穂
・
東
予
・
共
成
・
沼
田
一
～
六
・
沼
田

北
竜
で
あ
る
。

（
三
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
項
目

・「
年
齢
」

・「
住
所
」

・「
出
身
保
育
園
」

・「
河
童
池
（
河
童
公
園
）
と
い
う
名
前
を
知
っ
て
い
る
か
」

・「
河
童
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
」

・「
誰
か
ら
河
童
の
話
を
聞
い
た
か
」

・「
池
で
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
」

・「
そ
の
他
」

（
四
）
表
の
説
明

最
後
に
付
表
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
説
明
。

・「
番
号
」	

調
査
順
に
通
し
番
号
を
付
し
て
お
り
、１
～
92
ま
で
あ
る
。

文
中
の
「　

」
内
に
英
数
字
で
記
し
て
あ
る
も
の
は
、
こ

の
通
し
番
号
を
指
し
て
い
る
。

・「
年
齢
」	

二
〇
一
二
年
十
二
月
時
点
の
年
齢
を
掲
載
し
て
い
る
。
調
査

対
象
者
が
明
言
を
避
け
た
場
合
に
は
○
代
と
表
記
し
て
い
る
。

・「
住
所
」	

調
査
対
象
者
の
住
所
。
他
の
地
域
へ
の
転
出
者
に
つ
い
て
は
、

沼
田
町
に
在
住
時
の
住
所
を
記
載
し
、
転
入
者
に
つ
い
て
は

現
住
所
を
記
載
し
て
い
る
。
転
入
者
に
つ
い
て
は
、表
の
「
住

所
」
の
欄
、
も
し
く
は
「
そ
の
他
」
の
欄
に
注
が
あ
る
。
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・「
保
育
園
」	

調
査
対
象
者
が
ど
こ
の
保
育
園
を
卒
園
し
た
か
。
町
内

の
沼
田
保
育
園
・
高
臺
寺
・
共
成
保
育
園
・
ひ
ば
り
个

丘
保
育
園
・
行
っ
て
い
な
い
・
沼
田
町
以
外
の
保
育
園

卒
園
が
あ
る
。
短
期
間
で
も
沼
田
保
育
園
に
通
園
し
た

経
験
の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
集
計
時
、
沼
田
保
育
園

卒
園
者
と
同
様
に
扱
っ
て
い
る
。

・「
河
童
池	

（
河
童
公
園
）
と
い
う
名
前
を
知
っ
て
い
る
か
」

・「
河
童
の	

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
「
河
童
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
た
場
合
、
そ
れ
を
河
童
の

話
と
し
て
分
類
し
た
。

・「
事
故
が	

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
弁
天
宮
内
池
で
死
亡
事
故

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
。
中
に
は
、
事
故
は
知

ら
な
い
が
、
そ
の
慰
霊
の
た
め
の
地
蔵
を
知
っ
て
い
る
場

合
や
死
亡
事
故
と
、
地
蔵
の
関
連
性
を
知
っ
て
い
る
人
も

お
り
、
表
中
に
記
載
し
た
。

・「
誰
か
ら
河
童
の
話
を
聞
い
た
か
」

・「
そ
の
他	

」
気
付
い
た
こ
と
、
血
縁
、
転
居
の
有
無
、
池
の
イ
メ
ー
ジ
、

そ
の
他
興
味
深
い
と
感
じ
た
事
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

（
五
）
無
効
デ
ー
タ

表
の
各
項
目
別
分
類
の
中
で
、「
住
所
不
明
」「
出
身
保
育
園
不
明
」「
河

童
池
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」「
河
童
の
話
に
つ
い
て
聞
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
人
に
つ
い
て
は
無
効
デ
ー
タ
と
し
、
集
計
時
の

計
算
に
入
れ
て
い
な
い
。

四　

結
果

（
一
）
弁
天
宮
内
池
で
の
事
故

弁
天
宮
内
池
で
事
故
が
あ
り
、
男
児
三
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
事
実

が
あ
る
。
大
徳
寺
の
過
去
帳
に
は
「
昭
和
三
年
七
月
二
十
九
日
、
土
肥
秀

成
（
享
年
八
）
と
友
人
の
六
条
兄
弟
の
三
人
が
寺
の
横
の
池
に
て
溺
死

す
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
徳
寺
境
内
の
地
蔵
に
つ
い
て
、
沼
田
町
史
で
は

以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
沼
田
町
市
街
大
徳
寺
境
内
に
は
、
弁

天
宮
の
池
に
落
ち
て
溺
死
し
た
幼
児
三
人
の
霊
を
祀
る
地
蔵
堂
が
建
っ
て

い
る
。」
し
か
し
、
今
年
大
徳
寺
は
納
骨
堂
を
改
築
し
た
。︻
図
１
︼
そ
の

際
地
蔵
堂
は
、
納
骨
堂
建
設
予
定
地
の
中
に
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
一
三
年

十
一
月
に
処
分
さ
れ
た
（
２
）。

（
二
）
弁
天
宮

弁
天
宮
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
沼
田
町
史
に
は
以
下
の
よ
う
に
沿
革

概
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
所
在
地
、
沼
田
町
南
一
条
四
丁
目
七
番
。
祭

神
、
京
都
尺
八
堀
弁
財
天
御
分
霊
。
昭
和
二
年
田
畠
惣
太
郎
氏
が
、
今
井

農
場
か
ら
百
町
歩
を
購
入
し
て
農
場
を
開
い
た
際
、
そ
の
守
護
神
と
し
て

京
都
市
尺
八
堀
弁
財
天
宮
本
社
か
ら
御
分
霊
を
受
け
、
翌
三
年
八
月
十
五

日
現
在
地
に
小
祠
を
建
立
し
た
の
が
創
始
で
あ
る
。」
（
３
）

そ
の
後
、
平
成
七
年

か
ら
九
年
に
か
け
て
、
池
・
弁
天
宮
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
際
に
池
は

浅
く
さ
れ
、
弁
天
宮
横
の
空
き
地
も
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
今
に
い
た
る
。

平
成
七
年
の
工
事
開
始
以
前
の
池
を
知
っ
て
い
る
人
に
、
以
前
の
池
の
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印
象
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
九
十
二
人
中
二
十
二
人
が
、
池
を
危
険
・
底
な

し
沼
と
述
べ
て
お
り
、
弁
天
宮
内
池
は
危
険
な
場
所
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
九
年
の
工
事
終
了
以
降
の
池
し
か
知
ら
な
い
今

の
十
代
に
、
同
じ
よ
う
に
池
の
印
象
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
危
険
な
も
の
と

し
て
認
識
し
て
い
な
い
人
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
調
査
結
果

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
調
査
結
果
は
、
表
に
ま
と
め
付
表
し
て
い
る
の

で
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

五　

考
察

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
年
齢
別
・
住
所
別
・
保
育
園
別
に
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
弁
天
公
園
内
池
を
「
河
童
池
」
と
い
う
通
称
を
知
っ
て

い
る
か
。
弁
天
宮
内
池
で
河
童
の
は
な
し
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
。
弁

天
宮
内
池
で
死
亡
事
故
が
起
き
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
を
数
値
化
し
、

そ
の
傾
向
を
考
察
す
る
。

（
一
）
年
齢
別

年
齢
別
の
分
類
で
は
、
十
代
（
十
歳
未
満
含
む
）・
二
十
代
・
三
十
代
・

四
十
代
・
五
十
代
・
六
十
代
・
七
十
代
・
八
十
代
（
九
十
歳
以
上
含
む
）

に
分
け
表
に
し
た
。︻
表
１
︼

そ
の
結
果
、
事
故
を
知
っ
て
い
る
か
に
注
目
す
る
と
、
七
十
代
以
上
の

人
は
弁
天
宮
内
池
で
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
知

ら
な
い
と
答
え
た
通
し
番
号
「
9
」
の
人
は
、
市
街
外
に
住
ん
で
お
り
、

【図1】
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市
街
で
起
き
た
事
故
を
知
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
る
。
逆
に

通
し
番
号
「
67
」
の
九
十
五
歳
の
人
は
、「
六
条
さ
ん
兄
弟
と
土
肥
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
。
溺
れ
た
時
子
ど
も
を
裸
に
な
っ
て
あ
っ
た
め
た
け
ど
だ
め

だ
っ
た
話
を
聞
い
た
。
そ
れ
を
慰
め
る
地
蔵
が
三
体
お
寺
さ
ん
の
と
こ（
大

徳
寺
境
内
）
に
あ
る
。」
と
言
い
事
故
の
詳
細
を
覚
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
世
代
に
と
っ
て
弁
天
宮
内
池
で
の
事
故
が
注
意
す
べ
き

こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

四
十
代
・
五
十
代
に
関
し
て
み
る
と
、
四
十
代
で
河
童
池
、
河
童
の
話

に
つ
い
て
知
る
人
が
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
河
童
に
関
連
す

る
こ
と
は
四
十
代
と
五
十
代
に
境
界
が
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
頻
繁
に
話
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
二
十
代
に
関
し

て
は
後
述
の
「
保
育
園
別
で
詳
し
く
考
察
す
る
。
十
代
以
下
に
関
し
て
み

る
と
、
現
在
の
十
代
が
弁
天
宮
内
池
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
頃
に
は
弁
天
宮

の
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
工
事
後
の
池
し
か
知
ら
ず
、
池

を
危
険
な
も
の
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
と
い
う
昔
に
起
こ
っ
た
事
故
も
知
ら
ず
、
河
童

池
と
い
う
呼
び
方
と
河
童
の
話
を
知
ら
な
い
集
団
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
別
に
見
た
「
河
童
池
」
と
「
河

童
の
話
」
の
認
知
度
は
、
池
の
変
容
と
事
故
が
起
き
た
過
去
へ
の
認
知
度

に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
住
所
別

デ
ー
タ
を
整
理
す
る
に
あ
た
り
、「
市
街
」
を
旭
町
・
南
町
・
西
町
・
北

町
・
本
通
・
緑
町
。「
市
街
外
」
を
真
布
・
更
新
・
高
穂
・
東
予
・
共
成
・

【表1】
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沼
田
一
～
六
・
沼
田
北
竜
と
し
て
分
類
し
た
。︻
表
２
︼

そ
の
結
果
、
河
童
池
・
河
童
の
話
・
事
故
に
関
し
て
、
市
街
に
住
む
人

と
、
市
街
外
に
住
む
人
で
認
知
度
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
二
十
代
に
絞
り
、
詳
し
く
見
る
と
、
河
童
池
を
知
っ
て
い
る
と
答

え
た
二
十
二
人
の
う
ち
市
街
に
住
む
人
が
十
四
人
（
十
四
／
二
十
二
人
）。

で
市
街
外
に
住
む
人
が
八
人
（
八
／
二
十
二
人
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、
知

ら
な
い
と
答
え
た
七
人
の
う
ち
市
街
に
住
む
人
は
五
人
（
五
／
七
人
）。
市

街
外
に
住
む
人
が
二
人
（
二
／
七
人
）
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

認
知
度
に
関
し
て
住
所
は
決
定
的
な
要
因
に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

（
三
）
保
育
園
別

調
査
対
象
者
が
、
弁
天
宮
内
池
に
隣
接
し
て
い
る
沼
田
保
育
園
と
、
そ

れ
以
外
の
保
育
園
に
通
園
し
て
い
た
か
に
分
け
集
計
し
た
。︻
表
３
︼ま
た
、

六
十
代
以
上
は
、
沼
田
保
育
園
の
開
園
が
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
八
年
）

で
あ
り
、
彼
ら
の
数
値
は
必
然
的
に
０
人
と
な
る
。
考
察
す
る
に
あ
た
り
、

デ
ー
タ
が
多
い
二
十
代
（
計
二
十
九
人
）
に
注
目
す
る
。
沼
田
町
内
の
沼

田
保
育
園
・
共
成
保
育
園
・
ひ
ば
り
个
丘
保
育
園
に
通
園
し
て
い
た
人
は

計
二
十
人
で
あ
る
。
沼
田
保
育
園
の
卒
園
生
は
そ
の
う
ち
十
五
人
で
あ
り
、

全
員
が
弁
天
宮
内
池
の
通
称
で
あ
る
「
河
童
池
」
と
い
う
呼
び
方
を
知
っ

て
い
た
。
町
内
の
沼
田
保
育
園
以
外
の
保
育
園
で
あ
る
、・
共
成
保
育
園
・

ひ
ば
り
个
丘
保
育
園
の
卒
園
生
も
五
人
中
四
人
が
「
河
童
池
」
と
い
う
通

称
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

保
育
園
に
通
っ
た
と
答
え
て
い
な
い
か
、
小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
沼
田

町
に
転
校
し
て
き
た
人
は
九
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
河
童
池
」
と
い
う

【表2】
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通
称
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
は
九
人
中
三
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
市
街
外
に
住
ん
で
い
て
「
河
童
池
」
と
言
う
呼
び
方
を
知
っ
て
い

る
の
は
、
七
人
全
員
が
沼
田
保
育
園
の
卒
園
生
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

河
童
の
う
わ
さ
の
発
端
は
沼
田
町
内
の
保
育
園
、
特
に
沼
田
保
育
園
に
あ

る
と
考
え
る
。
沼
田
保
育
園
以
外
の
保
育
園
に
通
い
な
が
ら
も
、「
河
童
池
」

と
い
う
通
称
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
は
、
幼
稚
園
時
代
な
ど
早
い
う
ち

に
沼
田
保
育
園
の
卒
園
生
と
交
流
を
持
っ
た
た
め
と
推
測
す
る
（
４
）。

（
四
）
誰
か
ら
河
童
の
話
を
聞
い
た
か

河
童
の
話
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
に
、
誰
か
ら
話
を
聞
い
た
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
覚
え
て
い
な
い
。
気
が
付
い
た
ら
言
っ
て
い
た
」
十
五

人
、「
友
達
」
七
人
「
保
育
園
の
先
生
」
五
人
、「
親
」
一
人
と
な
り
、
当

初
予
測
し
て
い
た
、
親
が
注
意
喚
起
と
し
て
河
童
の
は
な
し
を
子
ど
も
に

し
た
こ
と
が
こ
の
う
わ
さ
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
は
低
い

と
考
え
る
。
ま
た
、「
覚
え
て
い
な
い
。
気
が
付
い
た
ら
言
っ
て
い
た
」
と

い
う
人
が
大
多
数
を
占
め
る
理
由
と
し
て
は
、
誰
か
ら
話
を
聞
い
た
か
忘

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
昔
に
聞
き
、
本
人
た
ち
も
意
識
し
な
い
う
ち
に
他
人
と

共
有
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
誰
か
ら
話
を
聞
い
た
か
」
に
関
し
て
、
興
味
深
い
世
代
が
あ
る
。
そ
れ

は
四
十
代
で
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
河
童
の
う
わ
さ
を
聞
い
た
人
（
５
）と

、
子

ど
も
の
こ
ろ
に
河
童
の
う
わ
さ
を
聞
い
た
人
（
６
）の

二
つ
が
混
在
し
て
い
る
世

代
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
子
ど
も
の
時
か
ら
、
現
在

ま
で
の
三
十
～
四
十
年
間
は
頻
繁
に
河
童
の
う
わ
さ
が
さ
れ
た
と
考
え
て

良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の

【表3】
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世
代
と
い
う
の
は
、
妖
怪
が
身
近
に
な
っ
て
き
て
、
川
の
注
意
と
し
て
、

「
河
童
に
注
意
」
と
い
う
看
板
が
立
ち
始
め
た
頃
で
あ
る
。
加
え
て
、「
86
」

の
人
が
「
底
な
し
沼
っ
て
言
っ
て
て
、
そ
こ
で
遊
ぶ
と
夜
、
河
童
が
家
に

来
て
枕
の
色
を
聞
か
れ
（
赤
か
白
）
間
違
っ
た
方
を
答
え
る
と
、
池
に
連

れ
て
行
か
れ
る
。」
と
い
う
よ
う
に
、他
の
怪
談
話
と
の
融
合
も
見
ら
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
妖
怪
像
が
弁
天
宮
の
河
童
の
う
わ
さ
の
形
成
に
関
係
し
た
事

が
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
デ
マ
の
公
式
と
河
童
池

河
童
池
と
言
う
通
称
の
年
齢
別
の
認
知
度
に
関
し
て
G.	

W.
オ
ル
ポ
ー
ト
・

L.
ポ
ス
ト
マ
ン
「
デ
マ
の
公
式
」（
７
）に

当
て
は
め
て
、
な
ぜ
年
齢
に
よ
る
差

が
表
れ
た
か
を
考
察
す
る
。「
デ
マ
の
公
式
」R~i

×a

のR

（
デ
マ
の
流

布
量
）
に
河
童
池
と
い
う
通
称
を
知
っ
て
い
る
か
。i

（
当
事
者
に
対
す
る

問
題
の
重
要
さ
）
に
池
で
事
故
が
起
き
る
危
険
性
。a
（
そ
の
論
題
に
つ
い

て
の
証
拠
の
あ
い
ま
い
さ
）
に
事
故
が
起
き
た
過
去
の
あ
い
ま
い
さ
。
そ

れ
ぞ
れ
を
特
徴
が
顕
著
と
思
わ
れ
る
八
十
代
以
上
、
二
十
代
、
十
代
以
下

に
代
入
し
た
。

八
十
代
以
上
：
河
童
池
を
知
っ
て
い
る
（
０
）
～
池
で
事
故
が
起
き
る

危
険
性
（
高
）
×
池
で
事
故
が
起
き
た
と
い
う
過
去
の
あ
い
ま
い
さ
（
０
）

二
十
代
：
河
童
池
を
知
っ
て
い
る
（
多
）
～
事
故
が
起
き
る
危
険
性

（
高
）
×
事
故
が
起
き
た
と
い
う
過
去
の
あ
い
ま
い
さ
（
高
）

十
代
以
下
：
河
童
池
を
知
っ
て
い
る
（
少
）
～
事
故
が
起
き
る
危
険
性

（
低
）
×
事
故
が
起
き
た
と
い
う
過
去
の
あ
い
ま
い
さ
（
高
）

こ
れ
を
文
章
に
す
る
と
、
八
十
代
以
上
で
河
童
池
と
い
う
通
称
を
知
ら

な
い
の
は
、
事
故
が
起
き
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
状
況
で
あ
る
が
、
事

故
が
起
き
た
と
い
う
過
去
は
あ
い
ま
い
で
は
な
く
、
確
定
し
た
事
実
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
事
故
が
起
き
た
の
は
池
に
住
む
河
童
の
し
わ
ざ
だ
と
い

う
う
わ
さ
が
拡
散
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
十
代
で
は
多
く
の
人
が
河
童
池
と

い
う
通
称
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の
世
代
は
、
改
修
工
事
以
前
の
池
の
姿
を

知
っ
て
お
り
、
池
は
危
険
な
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、

事
故
が
起
き
た
事
実
は
過
去
の
あ
い
ま
い
な
事
象
と
な
り
、
知
ら
な
い
人

も
多
く
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
河
童
が
出
る
池
だ
と
い
う
う
わ
さ
が
拡

散
し
や
す
か
っ
た
。
十
代
以
下
で
は
河
童
池
と
い
う
通
称
を
知
っ
て
い
る

人
が
少
な
い
。
そ
れ
は
、
平
成
九
年
以
降
の
危
険
で
は
な
く
な
り
、
事
故

が
起
き
る
危
険
性
が
低
く
な
っ
た
池
の
姿
し
か
知
ら
ず
、
事
故
が
起
き
た

と
い
う
事
実
は
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
事
故
を
知
ら
ず
、
河
童
池
と
い
う
通
称
で
呼
ぶ
集
団
も
形
成
さ
れ

な
く
な
っ
た
。

（
六
）
犠
牲
者
の
性
別

私
自
身
、
池
で
死
亡
し
た
の
は
女
の
子
だ
と
伝
え
聞
い
て
い
た
。
性
別

に
つ
い
て
語
っ
た
他
の
人
（
８
）も

、
ほ
ぼ
女
の
子
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

過
去
帳
か
ら
読
み
取
れ
る
事
実
に
よ
る
と
、
死
亡
し
た
の
は
三
人
と
も
男

の
子
で
あ
る
。
編
集
委
員
会
か
ら
も
ご
指
摘
が
あ
る
通
り
、
伝
承
の
過
程

で
何
ら
か
の
作
用
が
働
い
た
と
は
思
う
が
、
い
つ
頃
女
の
子
と
い
う
よ
う

に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

（
七
）
池
の
イ
メ
ー
ジ

現
在
の
二
十
代
以
上
は
、
改
修
工
事
前
の
池
の
姿
を
記
憶
し
て
い
る
人
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も
お
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
、
考
察
す
る
。

「
15
」	「
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
感
じ
が
し
て
お
り
、子
ど
も
が
近
寄
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。」

「
16
」	「
池
は
危
な
い
感
じ
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
を
公
園
で
遊
ば
せ
よ

う
と
は
考
え
な
か
っ
た
。」

「
22
」	「
夜
中
に
池
の
付
近
に
白
い
何
か
が
い
た
。
変
な
声
が
し
た
ら
し

い
。」

「
37
」「
沼
に
は
行
か
な
い
方
が
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。」

「
38
」「
池
に
は
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。」

「
45
」「
親
に
底
な
し
沼
だ
か
ら
絶
対
に
行
く
な
と
言
わ
れ
て
い
た
。」

「
54
」「
沼
は
気
持
ち
悪
い
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
風
が
吹
い
て
い
た
。」

「
58
」「
底
な
し
沼
っ
て
言
っ
て
た
。」

「
67
」	「
底
な
し
沼
っ
て
言
っ
て
た
。
あ
そ
こ
の
弁
天
さ
ん
に
は
、
白
い

だ
っ
た
か
覚
え
て
な
い
が
、
大
蛇
が
お
通
り
に
な
る
。」

「
68
」	「
弁
天
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
お
っ
か
な
い
。
底
な
し
沼
っ
て
言
っ
て

た
。」

「
79
」	「
自
分
の
子
ど
も
に
は
池
は
危
な
い
と
い
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

河
童
が
出
る
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。」

「
83
」	「
沼
に
は
小
さ
い
靴
が
ず
っ
と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
亡
く
な
っ
た
女

の
子
の
も
の
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
。
沼
に
は
屋
根
が
あ
っ
て
、
そ

の
下
が
底
な
し
に
な
っ
て
る
。」

私
が
記
憶
し
て
い
る
限
り
、
以
前
の
池
は
、
池
と
い
う
よ
り
も
沼
の
様

相
を
呈
し
て
い
た
。「
底
な
し
沼
」
と
い
う
人
が
い
る
よ
う
に
、
底
な
し
に

な
っ
て
い
る
所
が
あ
る
と
い
う
は
な
し
は
、
私
自
身
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
、
以
前
の
池
に
は
、
木
や
草
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
民
家
や
道

路
が
す
ぐ
側
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
だ
け
が
外
界
と
切
り
離
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
危
険
・
不
気
味
な
場
所
と
い
う
印
象

を
抱
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
印
象
は
、
河
童
の
う
わ
さ
を
知

ら
な
い
人
で
も
同
じ
よ
う
に
持
っ
て
い
る
人
が
お
り
、
弁
天
宮
内
池
の
負

の
印
象
が
、
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
池

の
印
象
が
先
行
し
て
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
神
社

と
い
う
場
所
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、
池
に
畏
敬
の
念
を
抱
く
人
も
い
た
（
９
）。

六　

結
論

弁
天
宮
の
河
童
の
う
わ
さ
の
原
点
は
昭
和
三
年
の
弁
天
宮
内
池
の
水
難

事
故
に
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
四
十
代
と
五
十
代
に
か
け
て
、
河
童
池
と

い
う
通
称
の
認
知
度
に
転
換
が
見
ら
れ
、
こ
の
頃
か
ら
頻
繁
に
話
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

で
は
、
こ
の
う
わ
さ
を
広
め
た
の
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
沼

田
保
育
園
の
保
育
士
が
子
ど
も
に
対
し
河
童
の
う
わ
さ
に
よ
る
注
意
喚
起

を
し
た
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

「
59
」	「
子
ど
も
た
ち
に
、
危
な
い
か
ら
近
寄
る
な
と
い
う
意
味
で
、
河

童
が
出
る
か
ら
近
寄
る
な
と
い
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
底
な
し

沼
だ
か
ら
近
寄
る
な
み
た
い
な
こ
と
も
言
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。」
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「
62
」	「
子
ど
も
た
ち
に
、危
な
い
か
ら
沼
に
近
寄
ら
な
い
で
ね
っ
て
言
っ

て
た
。
沼
に
近
付
く
と
河
童
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
よ
的
な
こ
と

を
言
っ
た
か
も
。」

「
63
」	「
沼
が
危
な
い
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
河
童
が
出
る
っ
て
言
っ
て
た
。」

こ
の
こ
と
か
ら
、
う
わ
さ
は
沼
田
保
育
園
内
で
広
ま
っ
た
と
言
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
口
々
に
伝
え
ら
れ
、
弁
天
宮
で
遊
ぶ
市
街
の
子
ど
も

た
ち
の
間
に
広
ま
っ
た
。
そ
れ
が
沼
田
保
育
園
の
保
育
士
に
よ
っ
て
も
、

園
児
へ
の
注
意
喚
起
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
平

成
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
の
弁
天
宮
の
工
事
に
と
も
な
い
危
険
で
は
な

く
な
っ
た
池
で
、
河
童
の
う
わ
さ
は
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
事
故

を
物
語
る
地
蔵
も
処
分
さ
れ
、
こ
の
う
わ
さ
は
消
滅
し
て
い
く
と
結
論
付

け
た
。

七　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
う
わ
さ
が
発
生
し
た
背
景
と
な
る
事
実
や
、
う
わ
さ
を
知

る
世
代
や
グ
ル
ー
プ
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
今
後
は
、

う
わ
さ
の
発
生
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
四
十
代
と
五
十

代
を
詳
し
く
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
興
味
深
い
課
題
も
あ
る
。

河
童
の
う
わ
さ
の
出
所
。
年
齢
に
よ
る
う
わ
さ
の
発
展
、
日
本
口
承
文
芸

学
会
第
三
十
八
回
大
会
で
の
発
表
の
際
に
質
問
を
い
た
だ
い
た
、
ど
の
段

階
で
亡
く
な
っ
た
幼
児
三
人
の
性
別
が
男
性
か
ら
女
性
へ
変
化
し
た
の
か
。

沼
田
町
の
他
の
地
域
に
河
童
の
う
わ
さ
は
あ
る
の
か
、
特
に
ひ
ば
り
个
丘

公
園
の
河
童
の
う
わ
さ
は
、
弁
天
宮
の
河
童
の
う
わ
さ
と
同
時
に
成
立
し

た
も
の
な
の
か
、
独
立
し
て
い
る
も
の
な
の
か
な
ど
で
あ
る）

10
（

。「
危
険
な
場

所
」
が
な
く
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
今
後
沼
田
町
の
河
童
の
う
わ
さ
が
ど

の
よ
う
に
変
容
し
生
き
る
場
を
見
出
し
て
い
く
か
、
行
く
末
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

参
考
文
献
（
順
不
同
）

図
１　

北
海
道
空
知
支
庁
『
平
成
七
年
度　

新
規
採
択
希
望　

ふ
る
さ

と
・
水
と
土
保
全
モ
デ
ル
事
業　

計
画
概
要
表
仲
町
地
区　

付
属
資
料
』

一
九
九
五

北
海
道
沼
田
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『http://w

w
w.tow

n.num
ata.

hokkaido.jp

』	（
二
〇
一
四
年
九
月
一
日
閲
覧
）

西
森
巽
『
新
編　

沼
田
町
史
』
一
九
八
二
年　

沼
田
町
役
場

大
徳
寺
『
大
徳
寺
所
蔵
過
去
帳
』

G.	

W.
オ
ル
ポ
ー
ト
・
L.
ポ
ス
ト
マ
ン
『
デ
マ
の
心
理
学
』
二
〇
〇
八　

株

式
会
社
岩
波
書
店

注（
１
）	

水
中
で
足
を
引
い
て
い
る
河
童
と
、
陸
上
で
女
の
子
を
突
き
落
と
し

た
河
童
が
い
る
こ
と
か
ら
、
弁
天
宮
内
池
に
は
、
少
な
く
と
も
二
匹

の
河
童
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
伝
承
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
２
）	

大
徳
寺
住
職
に
よ
る
と
「
地
蔵
堂
が
あ
る
こ
と
で
池
が
危
な
い
と
知

ら
せ
る
役
割
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
納
骨
堂
の
建
て
替
え
と
池
が
浅
く
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な
り
危
険
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
役
目
を
十
分
に
は
た

し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
お
参
り
を
し
て
処
分
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。」
と
言
っ
て
お
り
、
単
に
邪
魔
だ
と
い
う
理
由
で
処

分
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）	

弁
天
宮
の
創
始
が
昭
和
三
年
八
月
十
五
日
で
あ
り
、
池
で
の
事
故
が

昭
和
三
年
七
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
池
は
以
前
か

ら
存
在
し
て
お
り
、
弁
天
宮
創
始
の
た
め
に
増
設
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
と
考
え
る
。

（
４
）	

沼
田
町
内
に
お
い
て
は
、
ま
ず
保
育
園
を
卒
園
後
、
幼
稚
園
に
入
園

し
そ
の
後
小
学
校
に
入
学
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
５
）	

大
人
に
な
っ
て
か
ら
河
童
の
う
わ
さ
を
き
い
た
人
は
以
下
の
四
人
。

	

「
16
」「
二
人
い
る
娘
の
ど
ち
ら
か
。」

	

「
58
」「
保
育
園
の
先
生
だ
っ
た
と
思
う
。」

	

「
59
」「
先
輩
の
保
育
園
の
先
生
が
言
い
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
か
。」

	

「
62
」「
勤
め
て
か
ら
聞
い
た
。
先
輩
の
保
育
園
の
先
生
に
聞
い
た
の

か
な
。」

	

※
「
58
」「
59
」「
62
」
は
保
育
園
の
元
保
育
士
で
も
あ
る
。

（
６
）	

子
ど
も
の
頃
に
話
を
聞
い
た
人
は
以
下
の
二
人
。

	

「
79
」「
親
か
先
生
だ
っ
た
と
思
う
。」

	

「
83
」「
気
が
付
い
た
ら
ク
ラ
ス
で
言
っ
て
い
た
。
小
学
校
に
入
る
頃

に
は
言
っ
て
い
た
。」

（
７
）	

デ
マ
の
公
式
と
は
「R~i

×a

デ
マ
の
こ
の
公
式
の
意
味
を
言
葉
で

言
う
と
、（R

）
の
流
布
量
は
、
当
事
者
に
対
す
る
問
題
の
重
要
さ

（i

）
と
そ
の
論
題
に
つ
い
て
の
証
拠
の
あ
い
ま
い
さ
（a

）
と
の
積

に
比
例
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」

（
８
）	

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
死
亡
し
た
幼
児
の
性
別
を
男
性
と
答
え
た

の
は
、
事
件
を
直
接
知
る
「
67
」
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
性

別
に
つ
い
て
言
及
し
た
、「
41
」「
79
」「
83
」「
86
」
は
全
員
が
女
性

と
答
え
て
い
る
。

（
９
）	

弁
天
宮
に
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
印
象
を
う
け
た
人
は
以
下
の
３

人
で
あ
る
。

	

「
64
」「
弁
天
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
白
い
ヘ
ビ
が
出
る
。」

	

「
67
」「
底
な
し
沼
っ
て
言
っ
て
た
。
あ
そ
こ
の
弁
天
さ
ん
に
は
、
白

い
だ
っ
た
か
覚
え
て
な
い
が
、
大
蛇
が
お
通
り
に
な
る
。」

	

「
75
」「
弁
天
の
池
を
区
画
整
理
で
、
埋
め
立
て
る
か
、
移
転
し
よ
う

と
し
た
時
、
近
隣
住
民
の
根
強
い
反
対
に
あ
っ
て
断
念
し
た
。」

	

「
75
」
の
人
は
元
沼
田
町
町
長
で
あ
る
。
彼
の
証
言
が
示
す
よ
う
に
、

近
隣
住
民
の
中
に
は
、
負
の
印
象
以
外
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
人
が

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
10
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
会
後
、
さ
ら
に
調
査
を
行
い
、
北
海
道
民

族
学
会
二
〇
一
四
年
度
第
一
回
研
究
会（
二
〇
一
四
年
七
月
十
三
日
、

北
海
学
園
大
学
）
に
て
予
備
的
報
告
を
行
っ
た
。

	

（
ま
つ
い
・
け
い
す
け
／
札
幌
学
院
大
学
科
目
等
履
修
生
）
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調
査
結
果
一
覧
表
（
2012.12.10 時

点
）

番号
年
齢

住
所

保
育
園

河
童
池
（
公
園
）
と
い

う
名
前
を
知
っ
て
い
る
河
童
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
る
事
故
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
る

誰
か
ら
河
童
の
話
を
聞
い
た
か

そ
の
他

1
80 代

南
1-6

知
ら
な
い

知
ら
な
い

2
80 代

南
1-6

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
っ
て
い
る

3
68

南
1-6

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
っ
て
い
る

大
徳
寺
住
職
。
小
さ
い
時
池
で
お
ぼ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

中
学
生
く
ら
い
の
時
、
境
内
で
火
の
玉
を
み
た

4
18

東
予

共
成

知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

5
26

東
予

共
成

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

知
ら
な
い

6
27

東
予

共
成

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

7
56

東
予

行
っ
て
い
な

い
知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

知
ら
な
い

8
52

東
予

沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

生
ま
れ
は
北
竜
、
小

1 く
ら
い
に
は
緑
町
、
そ
の
後
南

1
へ
。
大
徳
寺
へ
は

1 年
通
っ
た
だ
け

9
80

東
予

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

祖
母

10
54

南
1-1

行
っ
て
い
な

い
知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

知
っ
て
い
る

話
を
聞
い
た
の
は
中
学
生

に
な
っ
て
、
市
街
に
出
て
き

て
か
ら
友
達
に
聞
い
た
と

思
う
。

父

11
24

本
通

6
共
成

知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

12
24

北
1-5

沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

良
く
覚
え
て
い
な
い

知
ら
な
い

13
24

旭
町

ひ
ば
り
ヶ
丘

知
っ
て
い
る

覚
え
て
い
な
い

知
ら
な
い

14
27

旭
町

知
っ
て
い
る

河
童
が
出
る
、
お
化
け
も
で
る

15
50

旭
町
（
1982

ま
で
）
→

本
通

3
高
臺
寺

知
ら
な
い

河
童
が
出
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
、
誰
か
は
わ
か
ら
な

い
が
河
童
を
見
た
こ
と
あ
る

と
言
う
人
が
い
た
。
身
長
は

小
さ
い
、
頭
に
皿
が
あ
る

知
ら
な
い
※
昔
は

用
水
路
で
子
ど
も
が

よ
く
亡
く
な
っ
て
い

た

当
時
（
5.6 歳

）
の
友
人
か

ら
聞
い
た
わ
け
で
は
な
く

当
時
の
中
高
生
く
ら
い
の

人
か
ら
聞
い
た
気
が
す
る

公
園
を
弁
天
さ
ん
と
呼
ん
で
お
り
、
河
童
池
と
は
言
っ
て

い
な
か
っ
た
。河
童
池
を
問
う
話
を
聞
い
て
ピ
ン
と
き
た
。

そ
れ
ま
で
は
何
年
間
も
忘
れ
て
い
た
。
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

い
感
じ
が
し
て
お
り
、
子
ど
も
が
近
寄
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

雰
囲
気
だ
っ
た
。
娘
（
18.19 歳

く
ら
い
）
に
話
を
し
た

記
憶
は
な
い

16
47

本
通

3
町
外

知
っ
て
い
る
（
河
童

公
園
）

知
ら
な
い

知
ら
な
い

2 人
い
る
娘
の
ど
ち
ら
か
か
、

お
客
さ
ん（
公
園
改
修
の
時
、

弁
天
公
園
の
名
前
を
出
し
た

ら
お
客
さ
ん
が
「
河
童
池
の

と
こ
ろ
ね
」
と
言
っ
て
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
）

生
ま
れ
は
釧
路
、
育
ち
は
札
幌
。
娘
は
二
人
と
も
大
徳

寺
。
池
は
危
な
い
感
じ
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
を
公
園

で
遊
ば
せ
よ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た

17
36

南
1-2

高
臺
寺

知
っ
て
い
る
（
河
童

公
園
）

河
童
が
出
る
と
噂
だ
っ
た
。

胡
瓜
を
あ
げ
た
ら
胡
瓜
が
な

く
な
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
知
ら
な
い

気
が
付
い
た
ら
皆
言
っ
て

い
た

18
24

南
1-2

町
外

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

小
学

3 年
生
の
と
き
沼
田
に
転
校
し
て
き
た

19
3
南

1-2
沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

「
18 」
の
息
子
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20
24

南
1-4

沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

落
ち
た
ら
足
を
河
童
に
ひ
か

れ
る

知
ら
な
い

よ
く
覚
え
て
い
な
い
が

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
友
人

Y
に
聞
い
た
よ
う
な

親
に
あ
ま
り
行
か
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た

21
26

南
1-2 →

南
1-3

行
っ
て
い
な

い
知
ら
な
い

知
ら
な
い

人
が
死
ん
だ
と
聞
い

た
覚
え
て
い
な
い
（
父
親
に
聞

い
た
わ
け
で
は
な
い
）

保
育
園
に
は
行
っ
て
い
な
い
、
幼
稚
園
か
ら
。
普
段
噂

を
話
す
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
は
い
な
か
っ
た

22
24

南
1-2 →

南
1-3

行
っ
て
い
な

い
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
っ
て
い
る
（
何
人

死
ん
だ
か
は
知
ら
な

い
）

よ
く
覚
え
て
い
な
い
が
男

子
だ
っ
た
気
が
す
る
。「
41 」、

「
46 」、「

25 」、「
松
井
」
辺

り
だ
っ
た
よ
う
な

保
育
園
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
幼
稚
園
か
ら
沼
田
幼
稚

園
へ
通
い
、
自
分
た
ち
と
合
流
。
夜
中
に
池
の
付
近
に

白
い
何
か
が
い
た
。
変
な
声
が
し
た
ら
し
い
。
胡
瓜
が

ど
う
の
こ
う
の

23
21

南
1-2 →

南
1-4

行
っ
て
い
な

い
知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

保
育
園
に
は
行
っ
て
い
な
い
、
幼
稚
園
か
ら

24
24

沼
田

5
沼
田
保
育
園

な
ん
と
な
く
覚
え
て

る
知
ら
な
い

知
ら
な
い

覚
え
て
い
な
い

河
童
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
の
池
に
で
る
話
の
方
が
印

象
深
い
。
ひ
ば
り
ヶ
丘
の
池
で
、
呪
文
？
何
か
を
言
う

と
河
童
が
出
て
く
る
。ず
っ
と
見
て
た
け
ど
何
も
な
か
っ

た
。
河
童
が
出
て
き
て
足
を
引
っ
張
る

25
24

高
穂

1
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

河
童
が
い
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る

子
ど
も
が
死
ん
だ
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
保
育
園
の
先
生
に
河
童
が
い
る

ん
だ
よ
と
聞
い
た
気
が
す
る

妹
（
21 歳

）
何
も
知
ら
な
い
。
母
（
40 代

）
河
童
池
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

26
24

本
通

1
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

河
童
が
い
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
知

ら
な
い

知
ら
な
い

自
分
ら
以
外
の
年
齢
が

言
っ
て
い
た
の
が
広
ま
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る

河
童
を
探
し
に
行
こ
う
と
い
っ
て
、
い
な
か
っ
た
と
い

う
経
験
あ
り

27
24

沼
田
北
竜

1
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る
（
自
分

で
は
弁
天
公
園
と

言
っ
て
い
た
）

知
ら
な
い

知
ら
な
い

ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
の
河
童
の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

「
24 」
か
ら
聞
い
た
気
が
す
る

28
20

沼
田
北
竜

1
知
ら
な
い

知
ら
な
い

ひ
ば
り
ヶ
丘
に
河
童
が
出
る

29
24

沼
田

1
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る

30
24

西
町

6
町
外

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

小
5 の
時
に
転
校
し
て
く
る

31
55

夏
：
真
布
・

冬
：
本
通

5
行
っ
て
い
な

い
知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

真
布
小
学
校
に
通
う

32
24

夏
：
真
布
・

冬
：
本
通

5
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

知
ら
な
い

正
式
名
称
の
弁
天
公
園
と
い
う
名
前
を
知
ら
な
か
っ
た

「
31 」
長
女

33
21

夏
：
真
布
・

冬
：
本
通

5
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

「
31 」
次
女

34
18

夏
：
真
布
・

冬
：
本
通

5
沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

「
31 」
三
女

35
16

夏
：
真
布
・

冬
：
本
通

5
沼
田
保
育
園

知
ら
な
か
っ
た
（
一

昨
年
く
ら
い
に
知
っ

た
）

知
ら
な
い

知
ら
な
い

2 番
目
の
姉
か
ら
聞
い
た

「
31 」
四
女

36
24

南
1-2

町
外

知
ら
な
い

河
童
が
出
た
っ
て
話
を
聞
い

た

近
所
の
お
ば
さ
ん
や
ク
ラ

ス
の
男
子
「
22 」
か
松
井
が

言
っ
て
い
た
の
を
集
団
下

校
の
時
聞
い
た

小
5 の
時
転
校
し
て
き
た
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37
24

沼
田

6
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

河
童
が
出
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
話
だ
っ
た

知
ら
な
い
（
地
蔵
が

あ
っ
た
の
は
知
っ
て
い

る
）

覚
え
て
い
な
い

沼
に
は
い
か
な
い
方
が
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

38
24

南
1-1

沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

河
童
が
い
る
っ
て
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
胡
瓜
系
の
話
を

聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
池

に
入
っ
た
ら
河
童
に
足
を
引
か

れ
る
か
ら
入
っ
ち
ゃ
だ
め

知
ら
な
い

友
人

Y
だ
っ
た
よ
う
な
き

が
す
る

池
に
は
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
兄
（
28 歳

）
は
何

も
知
ら
な
い
と
い
う
か
忘
れ
て
い
る
風
だ
っ
た

39
24

旭
町
（
小

4
ま
で
）
→

緑
町

沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る
（
電
話
が

あ
る
ま
で
忘
れ
て
い

た
）

河
童
が
住
ん
で
い
る
っ
て
い

う
話
だ
っ
た

子
ど
も
が
溺
れ
た
の
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

覚
え
て
い
な
い

40
24

北
1-3

ひ
ば
り
ヶ
丘

知
っ
て
い
る

河
童
を
見
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

覚
え
て
い
な
い
（
幼
稚
園
か

ら
小
学
校
く
ら
い
の
と
き

に
聞
い
た
気
が
す
る
）

幼
稚
園
か
ら
合
流

41
24

緑
町

沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

池
の
中
に
あ
る
背
の
高
い
草

が
河
童
の
好
物

女
の
子
が
3 人
亡
く
な
っ

た
の
を
知
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
地
蔵
が
あ
る
。

地
蔵
の
顔
は
そ
の
な
く

な
っ
た
女
の
子
そ
っ
く

り
に
出
来
て
い
る
。

覚
え
て
い
な
い

「
41 」
祖
母
（
73 歳

）
昔
川
が
流
れ
て
て
、
そ
こ
で
子
ど

も
が
死
ん
だ
と
言
っ
て
い
た

42
50

緑
町

町
外

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

元
は
沼
田
の
人
で
は
な
い
。
保
育
園
の
先
生
を
し
て
い

た
（
S63 ～

H
15 ）
誰
か
か
ら
河
童
の
話
を
聞
い
て
そ
れ

を
話
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い

43
24

字
沼
田

107
ひ
ば
り
ヶ
丘
、

途
中
か
ら
短
期

間
沼
田
保
育
園
知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

知
ら
な
い

ひ
ば
り
ヶ
丘
の
河
童
も
知
ら
な
い

44
80 代

南
1-4

知
ら
な
い

知
ら
な
い

事
故
が
あ
っ
て
そ
れ

を
慰
め
る
た
め
に
地

蔵
が

3 体
立
っ
て
る

H
4 ～

9 く
ら
い
の
間
の
沼
田
幼
稚
園
の
園
長
、
町
内
会

長
の
経
験
あ
り

45
76

南
1-4

知
ら
な
い

知
ら
な
い

私
が
生
ま
れ
る
前
に

小
さ
い
子
が
あ
そ
こ

で
亡
く
な
っ
た

親
に
底
な
し
沼
だ
か
ら
絶
対
に
行
く
な
と
言
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
こ
と
を
自
分
の
娘
に
言
い
は
し
な
か
っ
た

46
24

沼
田

5
沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

河
童
が
出
る
か
ら
胡
瓜
を

持
っ
て
い
く
な
だ
っ
た
か
そ

こ
で
食
べ
る
な
と
か
言
っ
て

た
気
が
す
る

知
ら
な
い

覚
え
得
て
い
な
い

47
25

本
通

2
い
っ
て
い
な

い
知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

知
ら
な
い

覚
え
て
い
な
い
、
気
が
付
い

た
ら
言
っ
て
い
た

幼
稚
園
か
ら
沼
田
幼
稚
園

48
41

南
1-1

町
外

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

札
幌
出
身
で
中
学
生
の
時
に
沼
田
に
来
た
。
親
心
と
し

て
は
、
普
通
に
行
く
な
と
い
う
よ
り
、
河
童
が
出
る
か

ら
と
言
っ
て
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
親
の
心
理

49
39

南
1-1

町
外

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

森
町
出
身
、
沼
田
に
来
て

17 年
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50
16

南
1-1

沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

河
童
が
出
る
と
聞
い
た
よ
う

な
聞
か
な
い
よ
う
な

知
ら
な
い
が
、
地
蔵

が
あ
っ
た
こ
と
は

知
っ
て
い
る

覚
え
て
い
な
い

公
園
で
遊
ん
だ
こ
と
は
あ
る

51
13

南
1-1

沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い
が
、
地
蔵

が
あ
っ
た
こ
と
は

知
っ
て
い
る

池
で
遊
ん
だ
こ
と
は
あ
る
が
、
危
な
い
と
言
わ
れ
た
こ

と
は
な
い

52
41

い
っ
て
い
な

い
知
っ
て
い
る
、
河
童

公
園
と
も
言
っ
て
い

た
河
童
が
出
る
と
言
う
噂
は

あ
っ
た

「
48 」
の
従
兄
弟
、
沼
田
幼
稚
園
に
い
っ
て
い
た

53
13

沼
田

2
知
っ
て
い
る
（
河
童
公

園
）

「
51 」
の
友
達
、
母
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た

54
30

緑
町

沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

河
童
が
出
る
っ
て
噂
だ
っ

た
。
河
童
に
足
を
引
っ
張
ら

れ
る

3 人
死
ん
だ
っ
て
住
職

に
聞
い
た
、
地
蔵
が

3
体
あ
る
の
も
知
っ
て
い

る

覚
え
て
い
な
い
、
気
が
付
い

た
ら
言
っ
て
い
た
皆
言
っ

て
た

河
童
が
出
る
か
で
な
い
か
と
い
う
遊
び
を
し
た
こ
と
が

あ
る
。
沼
は
気
持
ち
悪
い
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
風
が

吹
い
て
い
た

55
60

共
成
→
緑

町
行
っ
て
い
な

い
知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

ず
っ
と
共
生
育
ち
で
市
街
の
う
わ
さ
は
知
り
よ
う
が
な

か
っ
た

56
64

更
新

3
知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

57
18

緑
町

町
外

知
ら
な
い
（
池
が
あ

る
の
は
知
っ
て
い

る
）

知
ら
な
い

知
ら
な
い

生
ま
れ
は
深
川
、
小

1 の
時
転
校
し
て
き
た

58
42

西
町
→
本

通
5

沼
田
保
育
園

弁
天
さ
ん
と
言
っ
て

い
た

こ
こ
で
何
人
も
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
河
童
に
足
を

引
っ
張
ら
れ
た
か
ら
死
ん
だ

事
故
が
あ
っ
た
の

も
、
地
蔵
が
あ
る
の

も
知
っ
て
い
る

親
で
は
な
い
、
保
育
園
の
先

生
だ
っ
た
と
思
う

公
園
を
あ
そ
び
場
に
し
て
い
た
。
底
な
し
沼
っ
て
言
っ

て
た
。
前
の
住
職
の
と
き
に
は
す
で
に
そ
う
言
っ
て
い

た

59
40

緑
町
（
2 歳

の
時
に
深
川

か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
）

→
本
通

5

高
臺
寺

小
さ
い
こ
ろ
は
言
っ

て
な
か
っ
た
け
ど
先

生
に
な
っ
て
か
ら
言

い
始
め
た
気
が
す
る

地
蔵
は
河
童
に
食
べ
ら
れ
た

人
の
も
の

先
生
に
な
っ
て
か
ら

知
っ
た
気
が
す
る

先
輩
の
保
育
園
の
先
生
が

い
い
は
じ
め
た
の
で
は
な

い
か

H
3.4 ～

H
8.9 ま

で
保
育
園
の
先
生
を
し
て
い
た
。
子
ど

も
た
ち
に
危
な
い
か
ら
近
寄
る
な
と
い
う
意
味
で
「
河
童

が
出
る
か
ら
近
寄
る
な
」
と
い
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

底
な
し
沼
だ
か
ら
近
寄
る
な
み
た
い
な
こ
と
も
言
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
保
育
園
の
先
生
は
、
私
が
辞
め
た
こ

ろ
か
ら
毎
年
変
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
先
生
方
の
間
で
も

「
河
童
が
出
る
」
と
か
っ
て
話
は
し
な
か
っ
た
の
で
は

60
12

本
通

5
沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

61
5
本
通

5
沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

62
43

東
予

河
童
沼
っ
て
言
っ
て

い
た
（
先
生
に
な
っ

て
か
ら
？
）

河
童
が
出
る
っ
て
き
い
て
た

（
先
生
に
な
っ
て
か
ら
？
）
事
故
は
知
ら
な
い
が

お
地
蔵
さ
ん
が
あ
る

事
は
知
っ
て
い
た

つ
と
め
て
か
ら
聞
い
た
。
先

輩
の
先
生
に
聞
い
た
の
か

な

保
育
園
の
先
生
を
し
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
に
、
危
な
い
か

ら
沼
に
近
寄
ら
な
い
で
ね
っ
て
言
っ
て
た
。
沼
に
近
付
く
と

河
童
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
よ
的
な
こ
と
を
い
っ
た
か
も

63
45

多
度
志
→

旭
町

河
童
が
出
る
っ
て
言
っ
た
か

も
し
れ
な
い

事
故
は
、
お
地
蔵
さ

ん
と
の
関
連
が
あ
る

の
は
き
い
て
い
た

覚
え
て
い
な
い

S62 ～
保
育
園
の
先
生
。
沼
が
危
な
い
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
河
童
が
出
る
っ
て
言
っ
て
た

64
58

南
1-6

沼
に
は
藻
が
あ
り
、
そ
れ
が
足

に
か
ら
み
つ
く
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
。そ
れ
が
河
童
の
イ
メ
ー

ジ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

弁
天
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
白
い
ヘ
ビ
が
出
る



136

65
54

更
新

1
共
成

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

中
学
の
時
進
学
と
と
も
に
市
街
へ

66
59

沼
田

2
知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

現
沼
田
町
町
長

67
95

南
1-3

知
ら
な
い

知
ら
な
い

六
条
さ
ん
兄
弟
と
土

肥
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
そ
れ
を
慰
め
る
地

蔵
が

3 体
あ
る

底
な
し
沼
っ
て
言
っ
て
た
。
あ
そ
こ
の
弁
天
さ
ん
に
は
、

白
い
だ
っ
た
か
覚
え
て
な
い
が
、
大
蛇
が
お
通
り
に
な

る

68
71

南
1-3

は
っ
き
り
覚
え
て
な

い
が
、
河
童
の
話
を

聞
い
た
時
、
弁
天
さ

ん
の
と
こ
ろ
だ
と

ハ
ッ
と
来
た

知
ら
な
い

事
故
は
人
づ
て
に
聞

い
た

弁
天
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
お
っ
か
な
い
。
底
な
し
沼
っ
て

言
っ
て
た
。
沼
田
神
社
の
週
末
学
校
に
は
よ
く
行
っ
て

い
た

69
48

南
1-3

高
臺
寺

言
っ
て
い
な
か
っ
た
知
ら
な
い

事
故
は
知
ら
な
い

が
、
地
蔵
が
あ
っ
た

の
は
知
っ
て
い
る

危
な
い
か
ら
近
寄
る
な
と
は
言
わ
れ
た

70
16

南
1-3

沼
田
保
育
園

言
っ
て
い
な
か
っ
た
知
ら
な
い

事
故
は
知
ら
な
い

が
、
地
蔵
が
あ
っ
た

の
は
知
っ
て
い
る

危
な
い
と
か
、
行
く
な
と
か
い
わ
れ
な
か
っ
た

71
16

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

72
42

南
1

河
童
公
園
っ
て
言
っ

て
た
か
も
し
れ
な
い
河
童
が
い
る
っ
て
聞
い
た

73
39

緑
町
→
南

1
高
臺
寺

知
っ
て
い
る

雨
が
降
っ
て
る
日
に
池
の
中
に
ゴ

ミ
を
入
れ
た
り
す
る
と
、
河
童
が

出
て
き
て
足
を
引
っ
張
っ
ら
れ
て

沈
ん
で
い
く
。
な
に
も
し
な
い
人

は
そ
の
ま
ま
家
に
帰
れ
る

事
故
は
人
づ
て
に
聞

い
た

子
ど
も
の
こ
ろ
は
知
ら
な

か
っ
た
が
、
幼
稚
園
の
先
生

に
な
っ
て
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
話
を
聞
い
た
の
か
な

H
5 ～

H
9 の
幼
稚
園
の
先
生
。
幼
稚
園
か
ら
、
沼
田
保

育
園
に
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
い
く
と
き
に
、
子
ど
も

た
ち
が
「
雨
の
日
に
池
に
近
づ
く
な
っ
て
保
育
園
の
先

生
に
言
わ
れ
た
」
っ
て
言
っ
て
た

74
10

南
1

ひ
ば
り
ヶ
丘

1
年
共
成

1
年

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

75
62

南
1-6

元
町
長
。
在
任
当
時
、
弁
天
の
池
を
区
画
整
理
で
、
埋

め
立
て
る
か
、
移
転
し
よ
う
と
し
た
時
、
近
隣
住
民
の

根
強
い
反
対
に
あ
っ
て
断
念
し
た

76
42

河
童
池
と
言
っ
て
い
た
河
童
が
出
る
っ
て
話
だ
っ
た

「
75 」
娘

77
19

南
1-7

沼
田
保
育
園

河
童
が
出
る
池
と
呼

ん
で
い
た

河
童
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
る
知
ら
な
い

友
人

A 、
友
人

B

78
55

沼
田

1
行
っ
て
い
な

い
知
ら
な
い

底
な
し
沼
で
、
入
る
と
河
童

に
足
を
引
っ
張
ら
れ
る

知
ら
な
い

小
1.2 の

時
、
池
の
前
で
メ
ン

コ
で
遊
ん
で
い
た
時
、
友
達

に
聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る

S43 に
札
幌
に
転
校
し
、
現
在
月
形
在
住
。
底
な
し
沼
っ

て
言
っ
て
た

79
46

本
通

4
沼
田
保
育
園

河
童
池
っ
て
言
っ
て

い
た

河
童
が
出
る
っ
て
話
だ
っ
た
。

足
を
引
っ
張
ら
れ
る
か
ら
近
寄

る
な
と
言
っ
て
た
。
友
達
も
河

童
が
出
る
っ
て
言
っ
て
た

昔
人
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
も
知
っ
て
い
る

（
女
の
子
）。
お
地
蔵

さ
ん
も

3 体
あ
る

親
か
先
生
だ
っ
た
と
思
う

自
分
の
子
ど
も
に
池
は
危
な
い
と
言
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
河
童
が
出
る
と
は
言
わ
な
か
っ
た
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80
45

深
川
→
本

通
4

町
外

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

20 年
前
に
結
婚
を
機
に
沼
田
町
へ

81
17

本
通

4
沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

お
地
蔵
さ
ん
は
知
っ

て
い
る
が
事
故
は
知

ら
な
い

池
が
危
な
い
と
は
言
わ
れ
た

82
18

本
通

4
沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

83
40

南
1-4

沼
田
保
育
園

と
高
臺
寺

知
ら
な
い
（
底
な
し

沼
と
呼
ん
で
い
た
）
河
童
が
出
る
っ
て
話
だ
っ
た
事
故
が
あ
っ
た
の
を

知
っ
て
い
る
。
お
地

蔵
さ
ん
が

3 体
あ
っ

た

誰
か
ら
と
か
で
は
な
く
、

気
が
付
い
た
ら
ク
ラ
ス
で

言
っ
て
た
。
小
学
校
に
入
る

頃
に
は
言
っ
て
た

沼
田
で
育
ち
、
高
校
卒
業
後
遠
軽
→
北
見
→

10 年
前
く
ら
い

に
沼
田
へ
戻
る
。
沼
に
は
小
さ
い
靴
が
ず
っ
と
あ
っ
て
、
そ

れ
が
亡
く
な
っ
た
女
の
子
の
も
の
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
。
沼

に
は
屋
根
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
が
底
な
し
に
な
っ
て
る
。
ヤ

ブ
さ
ん
の
家
の
近
く
に
ブ
タ
の
し
ょ
ん
べ
ん
川
と
呼
ん
で
い

た
川
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
友
達
が
は
ま
っ
た
時
、「
あ
っ
ち
の

沼
（
弁
天
公
園
）
と
同
じ
で
底
な
し
だ
」
と
言
っ
て
い
た

84
14

南
1-4

沼
田
保
育
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

地
蔵
は
知
っ
て
い
る

が
、
事
故
は
知
ら
な

い

85
16

南
1-4

沼
田
保
育
園

に
5
歳
く
ら

い
の
時
入
園

知
ら
な
い

知
ら
な
い

5 歳
く
ら
い
ま
で
北
見
に
い
た

86
43

南
1-3

高
臺
寺

知
ら
な
い
（
底
な
し

沼
や
土
肥
さ
ん
の
と

こ
ろ
の
池
と
呼
ん
で

い
た
）

小
4.5 年

位
に
、底
な
し
沼
っ

て
言
っ
て
て
、
そ
こ
で
遊
ぶ

と
夜
、
河
童
が
家
に
来
て
枕

の
色
を
聞
か
れ
（
赤
か
白
）

間
違
っ
た
方
を
答
え
る
と
、

池
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
正

し
い
色
は
覚
え
て
い
な
い

お
地
蔵
さ
ん
が
３
体

あ
っ
て
、
そ
れ
は
池

で
死
ん
だ
子
ど
も

（
女
の
子
３
人
）
の

た
め
に
あ
る

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
聞
い
た

と
か
で
は
な
く
、
気
付
い
た

ら
皆
言
っ
て
た

87
49

幌
新
地
区

→
南

1-5
知
ら
な
い
（
弁
天
公

園
と
言
っ
て
い
た
）
聞
い
た
こ
と
あ
る
程
度

知
ら
な
い

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
聞

い
た

小
学
校
ま
で
恵
比
島
、
中
学
校
の
時
市
街
へ

88
75

南
1-5

知
ら
な
い
（
底
な
し

沼
と
呼
ん
で
い
た
）
知
ら
な
い

2 ～
3 人
亡
く
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
で
お

地
蔵
さ
ん
が
あ
る

生
ま
れ
は
旭
川

50 年
ほ
ど
前
に
結
婚
し
て
沼
田
に
移
り
住
ん

だ
。
S20 ～

H6.7 く
ら
い
ま
で
保
育
園
の
先
生
を
し
て
い
た

89
18

高
穂

共
成

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

沼
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る

90
17

高
穂
→
旭

町
共
成

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

沼
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る

91
17

更
新

共
成

知
ら
な
い

知
ら
な
い

知
ら
な
い

沼
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る

92
19

南
1-1

沼
田
保
育
園

知
っ
て
い
る

池
の
周
辺
で
遊
ん
で
い
た
子

供
（
1 人
）
が
、
突
然
現
れ

た
河
童
に
足
を
引
っ
張
ら

れ
、
水
没

事
故
が
あ
っ
た
の
は

知
っ
て
い
る
（
何
人
か

は
知
ら
な
い
）
お
地
蔵

さ
ん
が
あ
る
こ
と
も

知
っ
て
い
る
（
4 ～

6
体
？
）

誰
か
ら
聞
い
た
か
覚
え
て

い
な
い

弟


